
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組１】（Ａ中学校） 

毎日を過ごす学校生活が楽しく充実したものになる 

ように、「人の心の痛みが分かる人間になろう」をモ 

ットーに、特別の教科「道徳」の授業の充実、自尊感 

情や自己肯定感を高める指導を通して、全ての生徒に 

とって「安心で安全な学校づくり」を進めている。 

 

 

 

【取組２】（Ａ中学校） 

生徒会役員本部が中心となって、一人１台端末に 

アンケート形式で意見を書き込むようにするなど、 

全校生徒が主体的に参加して校則の見直しを行って 

いる。その際、不登校の生徒のために、アンケート 

を個別に取るなど配慮して実施した。生徒会が「誰 

一人取り残さない」ことを意識して取り組むことが 

できた。 

 

【取組３】（Ａ・Ｂ中学校） 

コミュニケーションに苦手意識のある生徒には、教員が生徒の状況を理解し、情報

共有することで、適切な学習環境や支援方法を考えている。具体的には、授業内のペ

アワークの相手を話しやすい人と意図的に組み、教員が机間指導で丁寧に助言するな

どの工夫を行い、生徒が教室で安心して授業を受けられるように配慮している。また、

音に敏感な生徒がいる場合には、大きな音や声を出さないよう、生徒たちに声掛けを

するなど環境づくりを工夫している。 

 

【取組４】（Ｃ中学校） 

不登校対応巡回教員が、毎週行われている校内委員会で東京都の研修で学んだこと

を全教員に伝えている。いじめと不登校の関係性や不登校のきっかけとなった出来事

など、教員の考えと生徒の思いには違いがあることについて認識が深まった。また、

学校生活アンケートを教員が事前に行い、生徒のアンケート結果との相違を確認する

よう研修を行っている。研修の実施を通して日常的に一人一人の生徒理解に努めると

ともに、言葉として表出できない生徒の心情をくみ取るように働き掛け、得た情報を

常に共有する職場環境となるよう努めている。 

 

 

新たな不登校が生じない取組 （「未然防止」の取組） 

不登校が生じない魅力ある学校・学年・学級づくりの推進 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不登校の生徒の登校日数が増え、校内別

室で学習に取り組めるようになった。これ

は生徒や保護者との信頼関係の醸成や関

係機関との連携の成果である。 

 

 

 

成 果 

登校が継続できるように支援を続ける

とともに、校内別室を利用して学ぶこと

ができるよう、教職員に支援の充実を図

るよう引き続き促していく。 

課 題 

多様な学びの場を確保する取組 
（「早期支援」及び「長期化への対応」の取組）の推進 

毎週の校内委員会では、各学年から支

援が必要な生徒を話し合い、現状や課題

について報告している。管理職、生活指

導主任、各学年の特別支援担当教員、不

登校対応巡回教員が参加し、「いつ、誰が、

何をするか」の対応策を明確にしている。

次の週には経過が報告され、必要に応じ

て更なる支援策を検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

不登校生徒の保護者と連携し、理解と

協力を得てからアウトリーチを行って

いる。家庭訪問を通して、生徒との信頼

関係が生まれ、様々な不安感を緩和でき

るようになっている。「学校にはあなた

を信じ、待ってくれる人がいる」という

ことを知らせ、登校につながるよう働き

掛けている。 

教室での授業をオンライン配信するこ

とで、別室を利用する生徒も、一人１台

端末を通して同時に授業を受けている。

その際、オンライン授業と他の教科の内

容のどちらを学習するか自己決定ができ

る。そして教室や学級を身近に感じるこ

とができ、自分も学校の一員であるとい

う帰属意識が高まっている。 

 

 

 

 

 

 

不登校の生徒について、児童相談所、

地域の子ども食堂、区の学習・生活支援

施策担当、児童館と学校が連携し、学習

面や生活面に関わる支援や援助等を行

っている。関係機関が情報共有等を綿密

に行うことで、効果的な支援や援助につ

ながっている。 

 

支援会議（Ｄ中学校） アウトリーチによる支援（Ａ中学校） 

デジタル機器を活用した支援（Ｂ中学校） 

 

関係機関との連携（Ａ中学校） 

利用する生徒が増え、他の部屋も並行して学習室として活用している。校内別室を

利用する際に、利用する目的や当日の目標に応じて、パーテーションで区切られたス

ペースを活用することができる等の環境の配慮を行っている。 

校内別室の利用を通して生徒は心の安らぎを感じ、学校に安心できる居場所となっ

ている。また、教員とゲームや作業、運動を一緒にすることでコミュニケーションを

育むことができている。「学校が楽しい」と思えることや「自分の居場所がある」と感

じられることが、社会的な自立へとつながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

校内別室における支援（Ｃ・Ｅ中学校） 


